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研究成果の概要（和文）：　本研究は、現地調査・資源計測・リモートセンシングデータ解析・GIS・DNA 分析等を駆
使して、熱帯アフリカ・熱帯アジアを対象とし、地域ごとに土地利用・農業体系の変化、さらには自給農業から商品生
産農業への変化の進行度を解析し、新たな農業生産体系の提示及びその生産力の評価、地域生態系への影響の評価を総
合的に行うことを目的として実施した。具体的には、地域による農業の商業化進行度の差異の分析と問題点抽出、農業
生産システム持続性評価法の開発、新たな農業システムの提示とその評価に関する研究を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, in order to establish new agricultural production systems, recent 
changes in land use and agricultural systems and the extent of the progress of agricultural 
commercialization have been surveyed and analyzed, using filed surveys, actual measurements of local 
resources, remote sensing data analysis, GIS and DNA analyses. The proposed new systems are evaluated for 
their productivities and the impacts on local and global environment. We practiced the analyses of the 
progress of agricultural commercialization in each survey area and their comparison with the extraction 
of problems, in addition to the development of the evaluation methods of agricultural production systems, 
and the proposal of new agricultural systems.

研究分野：熱帯農学
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１．研究開始当初の背景 
 熱帯地域では、現在、急速に伝統的農法に
根ざした自給的農業生産システムが消滅し
つつある。グローバル化と貨幣経済の浸透は、
きわめて自給的であった熱帯の農村地域に
も、現金需要の拡大をもたらした。一方、自
給農業がその基盤を置く伝統的農法は、近年、
急速にその成立基盤を崩壊させつつある。人
口増に起因する土地資源の過度の使用によ
り土壌劣化及び資源の消耗が進行し、伝統的
農法は生産の生態基盤を失い、急速な生産力
低下がもたらされている。このような状況の
下、熱帯地域においても、自給的な農業生産
は徐々に終焉を迎えつつあり、現在、商品作
物生産や商業的畜産の、部分的あるいは全面
的な導入が進行しつつある。 
 農業の商業化には、集約化が必須であるが、
集約化は、収量性の向上による農業生産の安
定等、正の効果も大きいが、化学肥料や農薬
等の投入による環境への負荷も懸念される。
このため、生産性・安定性・持続性に優れた
生産システムの確立は急務である。一方、熱
帯においては、近年急速に集約化が進む農業
生産システムの持続性、即ち生産性と環境調
和性の適正な評価法は確立されていない。 
 
２．研究の目的 
 急速なグローバル化と貨幣経済の浸透が
進む中で、熱帯地域の自給農業はほぼ終焉を
迎えつつある。熱帯においても地域を問わず、
商品作物生産や商業的畜産の導入が必須と
なり、農業の商業化が急速に進行しつつある。
このような状況下で、伝統的自給農業は成立
基盤を失い、それにかわる、生産性が高く安
定かつ環境調和的な、新たな集約的農業生産
体系の確立が求められている。本研究は、現
地調査・資源計測・リモートセンシングデー
タ解析・GIS・DNA分析等を駆使して、熱帯
アフリカ・熱帯アジアを対象とし、地域ごと
に土地利用・農業体系の変化、さらには自給
農業から商品生産農業への変化の進行度を
解析し、新たな農業生産体系の提示及びその
生産力の評価、地域生態系への影響の評価を
総合的に行うことを目的として実施する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、三段階で実施した。即ち、「1. 地
域による農業の商業化進行度の差異の分析
と問題点抽出」、「2. 農業生産システム持続性
評価法の開発」、「3. 新たな農業システムの提
示とその評価」である。1 では、文献及びリ
モートセンシングデータを用いて、土地利用
パターン・農地面積・商品作物栽培面積・商
品作物生産量・飼料作物生産量等から、広域
的な農業商業化の現況の推定を行うと同時
に、選定した調査地（熱帯アフリカ 1 ヶ所、
熱帯アジア 7ヶ所）においては、現地での聞
き取り調査・圃場観察・資源計測・リモート
センシングデータ解析等から、商業化の現況
を明らかにし、地域間比較とその要因分析を

行った。2 では、農業生産システムの持続性
評価を行うモデルを開発した。持続性評価モ
デルは生産力評価モデルと環境調和性評価
モデルで構成され、生産力評価モデルは我々
が過去に開発したモデルを改良して用いた。
環境調和性評価モデルは今回新たに開発し、
農業生態系機能と環境負荷を評価した。3 で
は、1・2の結果を基に、具体的な農業生産シ
ステムの提言を行い、さらに 2のモデルを用
いて、提言した農業生産システムの持続性を
評価し、GISを用いて可視化する。 
 
４．研究成果 
1. 地域による農業の商業化進行度の差異の
分析と問題点抽出： 国レベルでのデータの
収集は、主としてタイを中心に行い、リモー
トセンシング解析結果と農業統計解析結果
を合わせ、農業商業化の進行程度の推定を行
った。詳細調査地（アフリカ：タンザニア・
ザンジバル北部州、アジア：ミャンマー・サ
ガイン区、ネピドー市、バゴー山地、タイ：
チェンマイ県メーチェム郡、サラブリ県プラ
プッタバート郡及びロッブリ県パタナニコ
ム郡、ラッブリ県ダムナーンサドゥアク郡）
では、収集したデータの解析を行い、リモー
トセンシング解析結果と農業統計解析結果
を合わせ、地域レベルでの農業商業化の進行
程度の推定を行った。程度の差はあれ、どの
調査地でも、商業化が進行していることが明
らかとなった。特に、近年、焼畑が常畑化し
たタイ・チェンマイ県・メーチェム郡では、
自給作物から商品作物へのシフトが顕著で
あり、ミャンマーのバゴー山地でもその傾向
が顕在化しつつあった。貧栄養土壌の卓越と
少雨という厳しい条件下で、伝統的な農業シ
ステムを維持してきた、ミャンマーのドライ
ゾーンに位置するサガイン区でも、農業の商
業化が進行していることが明らかになった。
ラッブリ県ダムナーンサドゥアク郡では、既
に商業的な第園芸地帯が成立しているが、農
薬使用の環境負荷が懸念されており、タイ政
府が導入した GIP 認証が有効に機能してい
ないことが明らかとなった。 
 詳細町地域以外でも、インドネシアのジャ
ワ島を中心に、農業の商業化と土壌特性の関
係を調査・分析し、土壌特性に関係なく、商
業化が進展していることが示された。また、
在来作物・在来品種の維持と商業化の関係を、
野生マンゴーと Capsicum pubescens （トウガ
ラシの栽培種の一つ）について調査、解析し
た。特に、野生マンゴーは、東南アジア大陸
部・島嶼部とも、今尚、広く利用されている
が、農業商業化の進行とともに、その分布・
利用が縮小する懸念が示された。Capsicum 
pubescens は、標高の高い地域を中心に、栽
培が行われてきており、地域特産品としての
地位を確保していることが明らかになった。 
気象データ（気温・日射量・降雨量）につ
いては、各国の気象局、地域の気象ステーシ
ョンで入手したが、不可能な場合、地域で連



続計測を行った。また、環境負荷計測では、
河川水の水質と農地及び河川の残留農薬に
ついて、タイとベトナムで分析した。その結
果、調査時点では、残留農薬が深刻な問題を
引き起こしている事例は見当たらなかった。 
2. 農業生産システム持続性評価法の開発：本
研究で開発した生産力モデルの改良を進め、
さらに、アフリカ・アジアの調査地域で収集
したデータに基づきデータベースを構築し
た。また、環境調和性評価モデルについては、
斜面農業における土壌侵食予測モデルの開
発にとどまった。今後、農薬等の負荷に関す
るモデル、地域生態系生物多様性評価モデル
は、収集したデータを基に開発する予定であ
る。 
3. 収集したデータに基づき、土地生産力の評
価モデルを使用して、結果を一部地図化した
（下図）。今後、特に地域生態系生物多様性
評価モデルの開発を待って、調査対象地域全
域で、同様の地図化を進める。 

 
以上の成果は、事項以下に示すように、学
術誌・学会等で公表している。 
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